
気
候
変
動
問
題
と
森
林

　
地
球
上
で
起
き
て
い
る
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
気
候
変
動
問
題
は
、

産
業
革
命
以
降
の
化
石
燃
料
等
の
使
用
に
よ
る

温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
排
出
が
原
因
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
、

科
学
者
ら
※
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
問
題
を
防
ぐ
に
は
、
大
気
中
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
濃
度
を
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
が

重
要
で
、
こ
の
中
で
森
林
は
Ｃ
Ｏ
２
※
※
の
吸
収
源
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
気
候
変
動
問
題
に
関
す
る
国
際
的
な
新
し
い
動
き
と
、

そ
の
中
で
の
森
林
の
役
割
を
中
心
に
説
明
し
ま
す
。

※
　 

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
：
気
候
変
動
問
題
に
関
す
る
科
学
的
な
情
報
を
整
理
・
分
析
し
、

　
　 

政
策
決
定
者
に
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
連
の
組
織
）
に
よ
る
第
５
次
評
価
報
告
書
に
基
づ
く

※
※ 

大
気
中
に
最
も
多
く
存
在
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
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紙の良さを世の中にもっと積極的に発信していこう。
英国を中心に世界規模で紙の良さを発信しているNPO（非営利団体）、Two Sides代表の
マーチン・ユースタスさん。永らく英国の紙・印刷業界に従事した中で、Two Sides発足の
必要性に至ったいきさつや意義、活動、そして今後について語っていただきました。

Martyn Eustace（マーチン・ユースタス）さん（英国NPO Two Sides代表）

環境意識が高いヨーロッパを拠点に、
「紙の良さ」を伝えようと世界中を駆け
回っているマーチン・ユースタスさん。
来日された折にお話を伺うことができま
した。ヨーロッパでは紙の原料となる森
林が増えているとのことでしたが、世界全
体を見ると途上国を中心に森林の減少・
劣化が深刻な社会課題になっています。
森林保全、及び持続可能な森林経営を
進めることが、気候変動緩和の観点から
も大切であることを、今号を通じてお伝え
できれば幸いです。（藤田啓子）

編
集
後
記

「CSR報告書2015」が、「第19回環境コミュニケーション大賞（優秀賞）」を受賞

環境コミュニケーション大賞（環境省、一般財
団法人地球･人間環境フォーラム主催）は、優
れた環境報告書等を表彰することにより、環境
経営および環境コミュニケーションへの取り組
みを促進するとともに、環境情報開示の質の
向上を図ることを目的とする表彰制度です。19
回目を迎えた今回は、総数で302点（うち環境
報告書部門195点）が審査され、日本製紙グ
ループ「CSR報告書2015」が「生物多様性
報告特別優秀賞」に選ばれました。当社グルー
プでは今回の受賞を励みに、今後もCSR活
動に積極的に取り組むとともに、わかりやすく
充実した情報開示に努めてまいります。

T
O

P
IC

　ロンドン郊外にあるサリー大学を
卒業後、カナダを拠点とする製紙会
社の営業・マーケティングの仕事に
携わるようになりました。その当時

（1970 年代後半）は、紙が不足して
いたため、売り手市場でしたが、製
紙会社が大型設備に投資すること
で、紙の生産量が増加し、供給が需
要を上回るようになるとマーケティ
ングもだんだんと難しくなってきま
した。
　また、私が紙業界に関わるように
なった当初は（英国では）環境問題
というのはあまり問われませんでし
た が、1980 年 頃になると 紙 の 漂
白について世間の関心が高まりまし
た。「無塩素漂白」が製品につけられ
た最初の環境ラベルだったと思いま
す。その後、リサイクルや森林認証な
ど様々なラベルが使われるようにな
りました。
　そのうち、私も会社の CEOになる
など、責任のある立場に就くように
なりました。それと同時期に世の中
の紙に対する認識が大きく変化して
きました。私が若い頃は、紙はまさ
に生活の一部で、それに代わるもの
など考えられませんでした。しかし
今では、デジタルデバイスが情報を
提供するようになってきています。こ

れについては、若い世代がデジタルと紙の利便性についてどう
思っているか、調査を進めています。
　環境問題に対しても世の中はより関心を強めてきました。製
紙会社はみな熱帯林から紙を造っているなど、紙に対する間
違った考え方も広がりました。しかし、私たちはきちんと森林
管理をした上で紙を造り、その紙はリサイクルして再利用され

ています。そこで、それらのことについて適切に伝えるため
のNPO「Two Sides」を立ち上げ、私が代表になりました。

　このTwo Sidesは、森林所有者や製紙業、印刷業、出版業、
そしてそのサプライチェーンの会社がメンバーになっています。
メンバーが力を合わせ、「紙を魅力的でサステイナブルなコミュ
ニケーションメディアとして推進させること」、「紙が環境に及
ぼす影響について正しい知見を伝えること」、「ヨーロッパでは
森林が増えていること」、「大規模で効率的な紙のリサイクルが
実施されていること」などを伝えていくことを目的に掲げてい
ます。
　Two Sides の名前の由来は“There are Two Sides to 
Every Story.（どんな話にも２つの側面がある）”からきていま
す。ある団体は「森林を破壊して紙を造っている」など、データ
を持って伝えています。それに対し、私たちはもうひとつの側
面、持続的な森林経営を行っているなど、事実ベースで伝える。
そうすることで、消費者は２つの側面の情報から判断が出来ま
す。また紙は表と裏の両面がありますが、これもTwo Sides
に掛けています。
　Two Sides の設立は 2008 年で、今ではヨーロッパのみ
ならず英語圏を中心に米国や豪州、その他の国にも支局が
作られています。国は違っても紙について業界が発信したい
メッセージは一緒なのだと感じています。メンバー会社には
一貫したTwo Sides からのメッセージを伝えてもらっていま

す。それぞれの会社は、
そうすることが、紙の環
境に関する事実を伝え
る上で、効 率 的 で 費 用
のかからない方法だと
思っているようです。こ
の活動、どこまで成長す
るか私も判らないので
すが、「紙は環境に優し
い」というのが世界中に
知られるようになるま
で、私たちは活動を続け
なくてはいけないと思っ
ています。今のところは
必要とされているので
私 たちは成 長している
のでしょうね。

マーチン・ユースタス
英国生まれ。 30 年以上
にわたり印刷を中心に紙
業界に従事。 紙と印刷が
環境にとって強みを有す
るとのキャンペーンを展
開する英国のNPO Two 
Sides の 代 表。 マ ル チ
メディアの中で印刷物の
利 点 に つ い て プ ロ モ ー
ションを行っている欧州
のPrint Powerのディレ
ク タ ー も 兼 任。 過 去 に
Howard Smith Paper 
社や Premier Paper社
の CEO を務めた。 英国
の NAPM （National 
Association of Paper 
Merchants） 会 長、
EUGROPA （European 
P a p e r  M e r c h a n t s 
Association） 理 事 も
歴 任。 ウ ェ ブ サ イ ト ：
http://www.twosides.
info/

大手新聞に掲載された
Two Sides のキャンペーン記事

環境コミュニケーション大賞での表彰式
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日本
9.0万ha ブラジル

5.0万ha

チリ
1.3万ha

オーストラリア
1.5万ha

南アフリカ
1.1万ha

● 国内外の自社林での森林認証取得率 100%
● 国内外の自社林のCO2固定量  3,200万t

合計
17.9
万ha

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
日
本
企
業
が
現
地
政
府
や
地

元
有
力
企
業
と
連
携
し
て
、
焼
畑
耕
作
に
よ
る
森
林

減
少
を
抑
制
し
、
良
質
な
カ
カ
オ
へ
の
転
作
に
よ
る
現

地
農
家
の
収
益
改
善
を
目
指
す
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
こ
の
地
域
で
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料
と

な
る
カ
カ
オ
栽
培
が
盛
ん
で
し
た
が
、
収
穫
し
た
カ
カ

オ
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
の
技
術
が
な
く
、
簡
単

に
収
益
を
上
げ
ら
れ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
が
台
頭
。

耕
地
を
拡
大
す
る
た
め
の
焼
畑
に
よ
っ
て
、
周
囲
の
森

林
が
次
々
と
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
現
地
で
選
抜
さ
れ
た
、

技
術
向
上
を
目
指
す
意
識
の
高
い
農
業
従
事
者
を
迎

え
入
れ
、
良
質
な
カ
カ
オ
の
栽
培
方
法
や
、
付
加
価

値
を
高
め
る
た
め
の
技
術
等
を
指
導
す
る
取
り
組
み
を

始
め
て
い
ま
す
。

要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
途
上
国
が
こ
れ
ら
問
題
を
ふ
ま
え
、
自
国
の
森
林

を
保
全
す
る
た
め
の
活
動
に
対
し
、
先
進
国
が
経
済
的
な
支
援

等
を
実
施
す
る
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
（
レ
ッ
ド
プ
ラ
ス
）」
※
※
と
呼

ば
れ
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
お
い

て
も
議
論
が
行
わ
れ
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ+

の
内
容
が
パ
リ
協
定
に
記

載
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
途
上
国
へ
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
の
技
術
の
普
及
や
対
策

実
施
を
通
じ
て
実
現
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
排
出
削
減
・
吸
収
の
う
ち

一
定
量
を
自
国
の
削
減
目
標
に
利
用
で
き
る
２
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト

（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
ラ
オ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
等
で
Ｊ
Ｃ
Ｍ
に
お

け
る
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

森
林
に
よ
る
気
候
変
動
緩
和
に
向
け
て

　
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
を
樹
木
に
吸
収
・
固
定
さ
せ
る
の
に
効
果

が
期
待
で
き
る
の
は
植
林
で
す
が
、
日
本
で
は
国
土
の
約
７
割

を
森
林
が
占
め
、
新
た
な
植
林
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、

日
本
政
府
は
適
切
な
森
林
管
理
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
・
固
定
を

促
進
さ
せ
る
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
世
界
で
は
東
南
ア
ジ
ア
や
南
米
等
の
途
上
国
を
中
心

に
、
農
地
へ
の
転
用
や
非
伝
統
的
な
焼
畑
耕
作
、
薪
炭
材
の

過
剰
伐
採
、
不
適
切
な
商
業
的
伐
採
、
森
林
火
災
等
に
よ
る

森
林
面
積
の
減
少
や
森
林
劣
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら

に
由
来
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
排
出
量
は
世
界
全
体
の
排
出
量
の
１
割

余
り
※
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
気
候
変
動
の
緩
和

を
考
え
る
上
で
、
途
上
国
の
森
林
の
減
少
・
劣
化
を
防
ぐ
取

り
組
み
は
極
め
て
重
要
で
す
。

　
同
時
に
、
途
上
国
の
森
林
減
少
・
劣
化
を
防
ぐ
た
め
の
森

林
利
用
の
制
限
は
、
伝
統
的
な
地
域
住
民
の
利
用
に
ま
で
及

ぶ
こ
と
が
あ
り
、
地
域
住
民
の
慣
習
的
な
権
利
や
収
入
を
維

持
し
な
が
ら
適
切
な
森
林
管
理
手
法
を
確
立
す
る
こ
と
も
必

　
適
切
な
森
林
管
理
を
行
う
こ
と
が
、
森
林
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
・
固
定
に
重
要
で
す
。
日
本
製
紙
は

国
内
外
の
自
社
林
す
べ
て
に
お
い
て
、
第
三
者
に
よ

り
適
切
な
森
林
管
理
を
証
明
す
る
森
林
認
証
を
取

得
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
に
よ
る
森
林
の
Ｃ
Ｏ
２

固
定
量
は
、
３
２
０
０
万
ｔ
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
政
府
に
よ
る
国
内
で
の
森
林
吸
収
源
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
、
適
切
な
森
林

管
理
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
を
信
頼
性
あ
る
数
値
と

し
て
国
が
認
証
す
る
「
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
で
は
、
日
本
製
紙 

北
山
社
有
林(

静
岡)

と
日
本
製
紙
木
材 

須
田
貝
社

有
林
（
群
馬
）
に
つ
い
て
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
申
請
し
、

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
選
手
遠
征
時
の
移
動
に
よ
り

生
じ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
オ
フ
セ
ッ
ト
※
や
、
林
業
機
械
メ
ー

カ
ー
の
オ
フ
セ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
※
※
に
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

※
　 

排
出
し
た
Ｃ
Ｏ
２
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
相
殺
す
る
こ
と

※
※ 

林
業
機
械
を
使
用
す
る
際
に
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
の一
部
を

オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

日本製紙 北山社有林日本製紙木材 須田貝社有林

● 世界における年間の森林減少・劣化 （2010年 ▶ 2015年）

※
　 

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
５
次
評
価
報
告
書
の
記
載
デ
ー
タ
に
基
づ
く

※
※ 

開
発
途
上
国
に
お
け
る
森
林
減
少
・
劣
化
等
に
由
来
す
る
排
出
の

削
減
に
、
積
極
的
な
炭
素
貯
蔵
増
加
策
を
加
え
た
も
の

● 日本製紙グループの国内外の自社林 （2015年12月末現在）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ 

＋ 

焼
畑
耕
作
の
抑
制

日本製紙グループの取り組み

COLUMN

  ■ 森林減少 0-25万ha　■ 森林減少 25-50万ha　■ 森林減少 50万ha以上

〈参考〉 日本の森林面積 2500万ha

東南アジア

南米

FAO Global Forest Resources Assessment (2015) を基に作成
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● 国内外の自社林での森林認証取得率 100%
● 国内外の自社林のCO2固定量  3,200万t

合計
17.9
万ha

■ EU

■ ロシア

■ 日本

■ その他先進国

■ アメリカ

■ カナダ

■ 中国

■ インド

■ その他途上国

CO2 排出量は増大
14.7%

8.9%
5.2%

3.9%

4.6%

16%

1.7%
26%

6.2%

27.6%

10.4%

5.1%

12.3%
23.2%

10.7%

2.8%

20.8%

210億t
（1990年）

317億t
（2012年）

取り組み参加国の CO2 排出割合は減少 22.6%

42.5%

気
候
変
動
緩
和
に
向
け
た
世
界
の
動
き

森
林
に
よ
る
気
候
変
動
緩
和
に
向
け
て

気
候
変
動
緩
和
へ
の
森
林
・
木
材
の
働
き

　
２
０
１
５
年
12
月
、
国
際
的
な
気
候
変
動
問
題

の
解
決
に
向
け
た
「
第
21
回
気
候
変
動
枠
組
条
約

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）」
が
開
催
さ
れ
、
２
０

２
０
年
以
降
の
目
標
を
定
め
た
パ
リ
協
定
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　
パ
リ
協
定
の
大
き
な
特
徴
は
、
先
進
国
・
途
上

国
が
「
全
員
参
加
」
で
気
候
変
動
緩
和
に
向
け
取

り
組
む
点
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
京
都
議
定
書
の
も

と
で
の
取
り
組
み
で
は
、
排
出
削
減
が
義
務
付
け

ら
れ
た
一
部
先
進
国
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
が
、

基
準
年
と
な
る
１
９
９
０
年
で
４
割
を
超
え
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
削
減
義
務
を
持
た
な

い
中
国
や
イ
ン
ド
等
途
上
国
か
ら
の
排
出
量
が
急

激
に
増
加
し
た
た
め
、
一
部
先
進
国
の
み
の
参
加
で

は
国
際
的
な
気
候
変
動
問
題
解
決
に
は
繋
が
ら
な

い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
パ
リ
協
定
で
は
世
界
共
通
の
長
期
目
標

と
し
て
、「
気
温
の
上
昇
を
産
業
革
命
時
に
比
較
し

て
、
２
℃
よ
り
も
十
分
低
く
保
つ
と
と
も
に
、
1.5
℃

※
に
抑
え
る
努
力
を
追
求
す
る
」
が
設
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
気
候
変
動
問
題
へ
の
取
り
組
み

は
国
際
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
、
加
速
し
て
進
ん
で

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
気
候
変
動
問
題
を
解
決
す
る
方
法
に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ

の
排
出
抑
制
と
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
吸
収
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
の
事
業
の
源
と
な
っ
て
い
る

「
森
林
」
は
主
要
Ｇ
Ｈ
Ｇ
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
に

大
き
く
関
係
し
ま
す
。

　
パ
リ
協
定
に
お
い
て
も
第
五
条
で
森
林
等
を
吸

収
源
と
し
て
「
各
国
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
吸
収
源
及
び

貯
蔵
庫
の
保
全
、
適
当
な
場
合
に
は
強
化
の
た
め

の
措
置
を
と
る
」
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　 

森
林
を
構
成
し
て
い
る
一
本
一
本
の
樹
木
は
、
光

合
成
に
よ
り
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
す
る
と
と

も
に
、
酸
素
を
発
生
さ
せ
な
が
ら
、
有
機
物
と
し

て
枝
や
幹
に
炭
素
を
蓄
え
、
生
長
し
ま
す
。
一
方

で
、
樹
木
は
人
間
と
同
じ
よ
う
に
呼
吸
を
す
る
こ

と
で
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
て
い
ま
す
が
、
樹
木
が
生

長
す
る
限
り
、
光
合
成
に
使
わ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
は
呼

吸
か
ら
出
る
Ｃ
Ｏ
２
よ
り
も
多
い
の
で
、
差
し
引
き

す
る
と
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
樹
木
に
蓄
え
ら
れ
た
炭
素
は
、
樹
木
が
伐
採
さ

れ
、
住
宅
や
家
具
や
紙
等
に
利
用
さ
れ
た
後
も
製

品
中
に
貯
蔵
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
を
つ
く
る
際
、
鉄
等
の
資
材
に
比
べ

て
、
製
造
・
加
工
時
の
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
が
少
な
い

こ
と
も
木
材
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
木
材
そ
の
も
の
が
持
つ
環
境
特
性
に
加
え
、
２
０

２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
に
よ

り
生
産
さ
れ
た
森
林
認
証
材
の
利
用
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

※ 

特
に
気
候
変
動
に
脆
弱
な
国
々
へ
の
配
慮
か
ら
1.5
℃
を
言
及

● 世界のエネルギー起源CO2排出量（1990年 ▶ 2012年）

● 光合成のしくみの概略図

● 住宅一戸当たりの材料製造時の炭素貯蔵量と炭素放出量

● 日本製紙グループの国内外の自社林 （2015年12月末現在）
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IEA（2014）データを基に作成

林野庁「地球温暖化防止に向けて」を基に作成

「炭素ストック、CO2放出の観点から見た木材住宅建築の評価」
木材工業 Vol.53, No.4, 1998を基に作成
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